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基本情報 地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

1.自治体の基本情報

市内の中学校生徒数は、平成８年には

28,621人だったが、令和６年は、18,669人

（65％）に減少している。今後も減少が続き、

15年後には、市全体の15歳人口が30％以上

減少し、特に減り方の大きい区では、約半分の

人数になる見込みである。

令和６年度の部活動は、運動部が460部、

文化部が137部あり、部活動加入率は約73％

である。各中学校に設置されている部活動数・

部員が減少し、活動の選択肢が狭まったり、十

分な活動ができなかったりする状況が進んでいる。

令和４年に開催された新潟市１・２年生大

会において、軟式野球では46校中20校、サッ

カーでは37校中８校が部員不足を理由に単独

校で出場することができなかった。

部活動は、これまで学校教育活動の一環とし

て、週休日等の活動を含めて、部活動顧問の

教員による時間外勤務を伴ってきた経緯があり、

教員の長時間勤務の一因ともなっている。

学校の状況によっては教員の希望や専門性の

有無などに関わらず、部活動顧問を担う必要が

生じるなど、特に指導経験がない教員には大き

な負担となっているケースもあり、改善が必要と

なっている。

面積 725.99 k㎡

人口 760,597 人

公立中学校数 57 校

公立中学校生徒数 18,884 人

部活動数 460 部活

市区町村の協

議会・検討会議

等の設置状況

令和５年度設置

市区町村の推進

計画・ガイドライン

等の策定状況

令和６年度策定 4000

5000
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新潟市の出生数の推移（人）

【課題】
現在の新潟市の出生数を
鑑みると、今後、減少傾向は
ますます大きくなることが予想
される。

（年）

出典：住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数（総務省）
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運営体制・役割 年間の事業スケジュール

2.実証内容と成果

●運営体制図（市区町村における推進体制図）

●行政組織内での役割分担

◉教育委員会

・団体リストや指導者リストの整備

・円滑なクラブ立ち上げを目的とした補助金制度の運用

・中学校施設の利用に関する仕組みづくり

◉首長部局

・連盟や協会に対して説明、中学生の受け入れ、指導者派遣について依頼

令和６年４月

令和６年４月

地域クラブ活動推進室の設置

市報にいがた発行

令和６年４月 補助金制度の整備

令和６年４月

令和６年４月～

指導者リストの整備

協会・連盟等に説明や依頼

令和６年５月
団体リスト（ポータルサイト）
の整備

令和６年６月
中学校に地域クラブ用のキー
ボックスを設置

令和６年９月
～１１月

８区で地域クラブ活動体験会
（説明会を含む）の開催

令和６年９月
～１１月

地域クラブの視察

令和６年１０月
中学校施設利用の実証事業
開始

令和７年２月 推進協議会の開催
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地域スポーツクラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

①全体に関すること

中学校数 57 校 実施した地域クラブ総数 120 クラブ（団体リスト掲載数）

ケース別クラブ数
A：部活動を地域移行した形のクラブ数（及び移行された部活動数） 53 クラブ

B：部活動を移行する形態ではない地域クラブ（新たな種目のクラブを新規に創設するケース等） 67 クラブ

全体の指導者数 調査していない 全体の運営スタッフ数 調査していない

②各クラブに関すること(3クラブを例示)

クラブ名
運営団体
種別

種目
※新規のものは
末尾に（新）を

付ける

実施回数
実施時間
帯

参加者
（学年別）

実施期間 活動場所 指導者数 運営スタッフ数
（他クラブと兼務）

会費
大会参加方

法

柳都クラブ
総合型
クラブ

野球 週数回
平日夕方・
休日昼間

中学生
小学生も参
加可能

通年
新潟柳都
中グラウン

ド
１人 １人

2,000円/年
初年度のみ

中体連：
部活動

SEKIYA
部活動
と連携

バスケット
ボール

週数回
平日夕方・
休日昼間 中学生 通年

関屋中学
校体育館

１ 人 １人
12,000円/

半期
中体連：
地域クラブ

新潟水泳
協会

競技団体

競泳
アーティス
ティックスイミ

ング

週３・４回
平日夜間・
休日昼間

中学生
小学生も参
加可能

通年
西海岸公
園市営
プール

６ 人 ２人

競泳
4,000円/月

AS
8,000円/月

中体連：
地域クラブ

③その他、体験会やイベント等の開催実績

●区ごとに体験会（説明会を含む）を開催。 ●来場者アンケートでは、肯定的評価が９割を超えた。
●約1,400名の来場者。 ● 体験会をきっかけにクラブに入会した児童・生徒がいた。
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主な取組例

2.実証内容と成果

●運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

地域クラブ活動で実施
した種目

水泳
（競泳・アーティスティックスイミング）

運営団体名 新潟水泳協会

期間と日数

競泳
４月～３月 週３回程度
アーティスティックスイミング
４月～３月 週３回程度

指導者の主な属性 水泳協会（教員を含む）

活動場所
西海岸公園市営プール
鳥屋野体育館プール（震災のため）

主な移動手段 自転車・自家用車（保護者送迎）

１人あたりの参加会費
等（年額）

競泳
24,000円/半期 週３回以上の場合
アーティスティックスイミング
8,000円/月 週３回以上の場合

１人あたりの保険料
スポーツ安全保険
生徒１人あたり：800円/年
指導者１人あたり：1,850円/年

運営体制図

● 新潟水泳協会 活動概要

● 統括責任者

役割：活動における管理者として保護者との連携等を行う。

● 主任指導者 ２ 名（統括責任者を含む）

役割：活動における主任者として、生徒への指導を行う。

● 運営補助者 ３ 名

役割：活動において、主任指導者の補助として、指導を行う。

●指導者や運営スタッフなどの役割分担等
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取組内容

2.実証内容と成果

○ 地域クラブ活動推進室を設

置し、関係団体・学校・保護者

等との連絡調整を行う。

○ 活動機会の確保・充実など、

持続可能な運営ができるクラブ

を把握する。

○ 団体リスト（ポータルサイ

ト）を整備し、生徒が「やりたい

活動」や「地域」から活動を検索

できるようにした。

○ 地域クラブ活動推進室を設置したことにより、関係団体

（スポーツ協会、各種競技団体、小中学校PTA連合会、自

治協議会、コミュニティ協議会、青少年育成協議会、学校な

ど）との連絡調整・会議運営等を円滑に行うことができた。

○ 団体リストの整備により、生徒が地域クラブを検索・選択で

きるようになった。生徒や保護者からは、「住んでいる地域に

様々なクラブがあることが分かった。」といった声があった。地域ク

ラブの代表者からは、「団体リストに情報を掲載したことで、問

い合わせや見学が増え、入会してくれた。」また、「クラブのことを

多くの方に知ってもらうきっかけになった。」との声があった。

●取組項目名 ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

グラフ等データ
※出典も要記載

地域クラブ活動推進室の具体的な動きの実績

○ 区スポーツ協会、競技団体に対して、説明会・意見交換会を実施。

○ 地域クラブを視察し、課題等のヒアリング等を実施。

○ 区校長会を開催し、意見交換を行った。

○ 推進協議会を実施し、関係団体等との連携に努めた。

● 地域クラブ活動の環境整備を推進するため、団体設立の可能性の

ある関係者の洗い出しや、関係団体（連盟・協会、学校等）との連絡

調整等を実施し、地域クラブの立ち上げを促進する必要がある。

● クラブ設立コーディネーターの配置が必要と考える。

出典：新潟市 中学生のための地域クラブ活動 団体リスト
https://niigata-city.club-portal.jp/



7

取組内容

2.実証内容と成果

○ 令和６年４月に指導者リスト

を整備し、指導者の確保に努めた。

○ 新潟医療福祉大学と連携し、

オンデマンド研修動画を作成。

○ 研修受講は、リスト掲載条件。

○ 指導リストは、県とも連携している。登録者数は、市と県のリストを合

わせると31名である。

○ 令和４年実施の保護者アンケートでは、「指導者の専門性よりも資

質が心配」との回答が多かったことから、指導者の資質向上に重点を置

いた研修内容になるよう工夫した。

○ 指導者リストを見たクラブから指導者について問い合わせがあり、紹

介したところ、マッチングが図られた例があった。

31 名

※ 県との連携を含む

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保①

取組事項

取組の成果

人材バンクの人数

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

グラフ等データ
※出典も要記載

20代 6 名

30代 8 名
40代 7 名

50代 5 名
60代以上 5 名

人材バンクの年齢構成

○ 軟式野球

○ サッカー

○ ダンス

○ バスケットボール

○ 卓球

○ 剣道

○ 陸上競技

○ ソフトテニス など

種目

○ 中央競技団体

公認ライセンス

公認審判員

○ JSPOコーチ

○ 段位 など

※ 資格は、リスト掲載

の条件にしていない。

資格有無登録者属性

職業

会社員

無職

教員（OBを含む）

人材リストを知った理由

ホームページ

競技団体経由

市報にいがた

出典：新潟市 地域クラブ活動指導者リスト
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取組内容

2.実証内容と成果

【オンデマンド研修動画】

○ 対象：指導者リストへの登録希望者

団体リストに掲載を希望するクラブの役員及び指導者

○ 目的：指導者の資質向上のため

○ 工夫した点：研修内容を精選した

① コンプライアンス・ハラスメント

② 指導者の役割と心構え

③ 中学生との向き合い方

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保②

指導者研修の内容

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

今後の課題と対応方針

○ 生徒が、自ら考え行動できるよう指導することの大切さがわかった。

○ 時代に合った指導方法を行わなければならないことを認識できた。

○ ティーチングをコーチングにチェンジしていくことを念頭に、子どもとともに

成長していける指導者であり続けたい。

○ 子育てを通じて中学生年代のことはある程度理解していると思ってい

たが、時代の変化等もあり、固定概念や経験値も含めて新しい対応が

必要と実感した。

※ 本市作成のオンデマンド研修動画を他県の指導者研修会で使用し

た実績あり。

受講者の声

指導者研修の参加実績

【オンデマンド研修】

○ 開催日：令和６年４月から随時

○ 受講者：指導者リスト登録者に加え、団体リスト掲載クラブ（令和

７年２月時点で約140クラブ）の役員及び指導者

※ 対面参加なし。

○ 地域クラブ活動に指導者としてかかわる方には、部活動の教育的意

義をしっかりと理解してもらう必要があると感じている。

○ 研修内容のさらなる充実が課題である。

○ 現在、指導者資格等を求めていない。今後は、どの水準まで質を求

めるかについては、検討する必要がある。
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取組内容

2.実証内容と成果

○ 学校と連携して進めていくた

め、中学校長会や小中学校

PTA連合会等において、本市の

取組及び、今後の見通し等の

説明を実施。地域により実情が

異なることから、区中学校長会

で意見交換をした。

○ 区スポーツ協会・競技団体

等に中学生の受け入れや指導

者派遣について、説明や依頼を

行った。

○ 小学校長会・中学校長会の会長を訪問し、学校の協力

を求めることで、市内小中学校のすべての児童・生徒に事前周

知や団体リスト等のデータをタブレット端末に配信した。また、全

校集会、学年集会、帰りの会等の機会に市の取組を周知す

る機会を得た。

○ 区自治協議会の勉強会に参加し、説明や協力依頼をし

た。「スポーツや文化芸術活動の環境整備は、地域の課題で

ある」、ととらえることにつながり、地域が主導で部活動の地域移

行に向けた環境づくりを進めることができた。

○ 制度の概要についての説明は行っているが、説明が関係団体に行き届いていない部分がある。個別事案への丁寧な対応が十分とは言えない。

○ 競技団体や総合型地域スポーツクラブ、民間事業者等の多様な団体に参画してもらう必要があるため、更なる連携強化を図る。

●取組項目名 ウ：関係団体・分野との連携強化

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

地域クラブ活動推進室

小学校長会
中学校長会

学校
保護者

小中学校PTA連合会
自治協議会

コミュニティ協議会
青少年協議会
区スポーツ協会
競技団体
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 オ：内容の充実①

取組事項

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

【一般社団法人Grow With】

○ バスケットボールU15 男子

○ 車椅子バスケットボール

障害の有無に関係なく、参加

できるクラブである。

属性 一般社団法人

具体的な内容

＜バスケットボールU15 男子＞
U15バスケチームは、障がい（発達障がい）等の有無に関係なく一緒に活動できる

チームを運営している。大会（試合）はJBAの大会出場を目的としている。
週３回活動

＜車椅子バスケットボール ジュニア（男女）＞
小学校低学年から中高生まで、障がいの有無に関わらず同じスポーツ用車いすに乗っ

て車いすバスケットボールを楽しめる。ミニバスのルールをベースに、成長や障がいの程度に
合わせて柔軟に対応するため、誰でも安心して参加できる。経験豊富なコーチによる技
術指導や車いす操作、装具のサポート、栄養指導も行い、心身の成長をサポートする。
月２回活動

月会費

＜バスケットボールU15＞
6,500円/月

＜車椅子バスケットボール＞
1,300円/月

活動の詳細
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 オ：内容の充実②

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

○ 地域にあるスポーツ・文化芸術活動（地域クラブ活動）について、

子どもたちが活動を体験したり、説明を聞いたりすることを通して、「やりた

い」活動を選択できるようにすることを目的に体験会を開催した。

○ ９月から11月にかけ、各区で体験会を実施した。計1,400名の方

から来場いただいた。

○ 来場者アンケートでは、「一度にたくさんのクラブを体験できてよかっ

た。」「指導者の方が優しく教えてくれた。」「やりたい活動が見つかった」と

いう肯定的な評価・感想を多くいただいた。「出展クラブがもっと増えるとよ

い」という意見もあり、今後の課題としてとらえている。

○ 体験会の開催に合わせて、地域クラブ活動に関する説明会を行った。

説明を聞いて、クラブを立ち上げてくださり、団体リストの掲載につながった

例もあった。

取組の成果

今後の課題と対応方針

○ クラブの出展数の確保が課題である。できるだけ多くのクラブから出展い

ただけるよう、開催時期等を検討する。

◇ 大会等が比較的少ない、11・12月に開催する。

◇ 開催日・会場が確定したら、速やかにクラブに連絡する。

◇ 年間活動計画に位置付けてもらう。

○ 周知方法を工夫し、来場者数を増やすことが課題である。

◇ 児童・生徒：タブレット端末

◇ 保護者：学校経由で一斉配信メール

◇ 市民：ホームページ・LINE・Yahooニュース・市報・区だより

◇ 報道関係（新聞・テレビ）：プレスリリース

91%

9%

体験会来場者アンケートの結果

肯定的 否定的
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 キ：学校施設の活用等

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

取組事項

今後の課題と対応方針

○ 中学校施設について、空き状況をホームページにて公開し、地域クラ

ブが使用できるよう、地域クラブ活動推進室が調整を行った。

○ 現在は、部活動を実施しているので、それほど空き状況は多くないが、

地域クラブが学校施設を利用することができた。

○ 19クラブ（文化芸術を含む）から利用申請があった。

取組の成果

○ 令和８年４月から、平日17:00～19:00、休日9:00～19:00に

地域クラブが中学校施設を利用できるよう準備を進めている。

○ 学校・関係部署と連携しながら、地域クラブが中学校施設で活動でき

るよう、中学校施設の利用に関する仕組みをつくる。

○ 市内中学校の空き状況（施設・曜日・時間帯）を調査した。

○ 時間帯は、平日17:00～19:00、休日9:00～19:00

○ 空きがある場合、団体リストに掲載されているクラブが利用できる実証

事業を行った。

○ 市内すべての中学校の職員玄関、体育館玄関、武道場玄関（独

立している場合）に地域クラブ活動用のキーボックスを設置した。

職員玄関に設置した地域クラブ用のキーボックス
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総括・成果の評価・今後に向けて

2.実証内容と成果①

●成果の評価●総括

地域クラブ活動の環境整備を推進するため、推進室の体制強化を図る。団体設立

の可能性のある関係者の洗い出しや、関係団体（連盟・協会、学校等）との連絡

調整等を実施し、地域クラブの立ち上げを促進するため、コーディネーターを配置する。

令和８年度以降の中学校施設について、おおむね平日の17時～19時および休

日の9時～19時を地域クラブが優先利用できるよう、関係部署との調整を図り、利用

の仕組みを整備する。

●今後に向けて

新潟市は、「令和8年4月以降、休日の部活動は

実施しない。加えて、平日の部活動を行う場合は、

教職員の勤務時間内で行う。」こととし、平日と休日

を一体ととらえ、地域クラブ活動の推進を図り、中学

生が主体的に「やりたい活動」を選び、決定し、参加

できるようにすることを目指している。

今年度、地域クラブ活動推進室を設置したことによ

り、関係団体との連絡調整・会議運営等を円滑に

行うことができ、団体リスト・指導者リストの整備、円

滑なクラブ創設を目的とした補助金制度の創設、体

験会の開催、中学校施設の利用に関する実証等、

様々な取組を行うことができた。

また、スポーツ協会、各種競技団体、小中学校

PTA連合会、自治協議会、コミュニティ協議会、青

少年育成協議会、中学校長会（全体・区ごと）な

どを通じて、説明や意見交換できたことが、多くのクラ

ブの設立、既存のクラブへの中学生の受け入れにつ

ながっている。

地域スポーツクラブ活動への移行に向けた実証事業において、48クラブから協力して

もらった。年２回の情報交換会を開催し、各クラブの成果や課題、悩みを共有したり、

視察や地域クラブ活動の職員が随時、電話・メール等で助言したりするかかわりは、各

クラブが持続可能な運営に関しての見通しをもつことにつながった。

また、団体リストを整備し、生徒が「やりたい活動」や「地域」から活動を検索できるよ

うにしたことは、大きな成果である。２月末時点で約140クラブの情報が掲載されてお

り、『ポータルサイトで情報を見る→興味があるクラブに問い合わせる→見学や体験→

入会』につながっている。

なお、市独自の補助金制度を創設したことにより、円滑なクラブの立ち上げを促すこ

とができた。
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アンケート結果・参加者の声

2.実証内容と成果②

●参加者の声●アンケート結果

Q.【生徒】所属している地域クラブの満
足度は？

Q.【クラブ代表者】運営面について、今
後の見通しをもつことができたか？

Q.【保護者】お子さんが所属している地
域クラブの満足度は？ 【生徒】

通っている学校の部活動に比べてコーチの質が高く、ハイ

レベルな練習・試合ができた。

専門の指導者から丁寧に指導してもらうことができた。

【生徒】

学校以外のいろいろな人とかかわることが増えた。

他校の友達が増えた。

仲間と楽しく活動することができ、バスケを楽しめた。

【保護者】

子どもから「楽しい」という話を聞く。また、筋力・体力の

向上も感じられる。

保護者も練習時、見守りや見学者として参加している。

【クラブ代表者】

指導者は、アンダー世代とも連携しており、メインコーチ

の人望で指導者の確保は心配ない。

収入・支出のバランスを確認できた。
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2.実証内容と成果③

参考資料

○ 生徒や保護者、市民向けに広報資料を作成した。

「部活動と地域クラブ活動の違い」や「地域クラブ活動に関するQA」など

を記載し、理解促進及び周知を図った。

○ 連携・協会等向けに協力依頼リーフレットを作成

「中学生の受け入れ」や「指導者募集」に関する情報を記載し、協力を

求めた。

広報・協力依頼資料

出典：生徒・保護者への周知リーフレット 出典：連盟・協会への協力依頼リーフレット
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参考資料（活動写真）

2.実証内容と成果④

【協会が主催する世代別の活動】 【既存の地域のクラブ】

【部活動の保護者会が主導で設立】 【総合型クラブ】

写真
※何の様子かわかるように

キャプションを挿入すること

写真
※何の様子かわかるように

キャプションを挿入すること

写真
※何の様子かわかるように

キャプションを挿入すること

写真
※何の様子かわかるように

キャプションを挿入すること
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地域スポーツクラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

2.実証内容と成果

令和４年

児童・生徒、
保護者への
アンケート

生徒、保護、者
教員、市民へ
情報提供

令和６年 令和７年

協議会の設置
推進方針の
策定

協会・連盟との
さらなる連携

地域クラブ活動
の推進

○ 本市における基本的な考え

◇ 策定の背景

◇ 具体的な取組

◇ 期待されること

◇ スケジュール

令和５年

○ 子どもたちのニーズの把握

○ 保護者の願いや不安の把握

令和８年

○ 有識者による意見交換

○ 意見を参考に計画立案

○ 説明動画を作成

○ 市報の発行

○ 各種集会等に参加し、説明

○ リーフレットを作成

○ 中学校から小学校へ説明

＜部活動＞

○ 平日する場合は、勤務時間内

○ 休日なし

＜中学校施設のクラブの優先利用＞

○ 平日17時から19時

○ 休日9時から19時

○ 既存クラブへの中学生の受け入れ

○ クラブの新規立ち上げ

○ 指導者募集の周知
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地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップ

3.今後の方向性

令和６年

2月 4月 7月 10月 1月

※実施区等については検討

【その他】

ク

ラ

ブ

大学との連携

体験会

（区ごとに開催）

令和７年度
内容

地域クラブ活動に関する

情報発信

支援

対象

クラブ設立

コーディネーター配置
（連盟や協会・学校・行政）

子

ど

も

・

保

護

者
こども支援

コーディネーター配置

設立支援として

補助金等の交付

実施主体・指導者の確保
（団体リスト・指導者リスト作成）

中学校施設の利用

（地域クラブ活動枠）

計画立案

やりたい活動を探しているこどもへの支援（体験会や地域クラブ活動へのマッチング等）

開催

説明・ヒアリング 手引き完成

申請受付・概算払い

地域クラブ説明・募集 利用調整

こどもにL-gateで発信 入学者説明会で周知

案内配付

準備

学校や連盟等とのパイプ役・指導者とのマッチング・他クラブの情報提供等

連盟・協会に依頼(必要に応じて随時)

学校開放利用団体、公民館サークル等へ生徒の受入れ呼びかけ

団体リスト掲載依頼

保護者会等への説明・立ち上げ支援

企画・協議 こどもへ体験機会の提供・指導者の紹介

状況分析

中学校訪問等による地域クラブ活動の紹介（コーディネーター）
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